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本稿はいまから四、
五年前に、丁度富山売薬商人や近江商人なとわが国の行商の歴史地理的考察やその経営史的研
究の資料をみていたとき、
たまたま京大図書館の蔵書になる貝司町の研究に接したが、
その興味深い記述についてメ
モしたものの一部である。もともと公けに発表するつもりはなかったのであるが、
またこの方面の研究はその後著し
く精密に前進しているが、
さりとてそのまま捨てておくのも惜しいので最近これを改めるだけの健康状態にない
のでーーそのまま掲載させて貰うこととした。彼の研究は米国の歴史地理的考察には不可欠であるが、入手し難いので紹介をかねて 意味もあ 。それは地方特種産業の経営の発達の一つの型を示してい ように思え 。本稿はこの地方産業 分析についてではなく 単にその発展の傾向についてのみ明らかにしようとす ものである。行商の形成、
その地域社会への影響や発展傾向には堅史的、地理的に種々の型を範時づけることができるが、ここ
ではニュ
lイングランドの主として一八世紀後半から一九世紀前半にかけてコネチカットからアメリカの東部におい
て活発に営まれた行商について考察するものである。行商の発展
一般的解明は、すでにグラ
l
スの
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「経営史」にみられた。一般的発展の動向の中における特定の現象の存在は、普遍性邑
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Hとを止揚した個性巴ヨ己－即位にあると考えられるが、ここに富山一一冗薬業の発展傾向を研究するには、その
個性的展開を把握することが必要であって
このた践に共通の基盤をもっ諸地方の資料が取りあげられる。
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その行商の諸現象そのものについては、
て、もっぱら発 傾向に視点がおかれる。この点については、
ケエイヤ
とも参考になる論著であり、
以下これにかなり注意を払いながらその発展傾向を探求しよう。
第二節
錫器行商の成立
その成功を可能にした小さな始まりが忘れられているのは人間
の性格の一つの特色であるようにみえる。ニュ
lイングランドが正しく誇りとする大産業のいくつかのその出発を、
寄
ひとびとは記憶しなくなってきた。
L
ケエイヤはその著においてつ偉大な成功の影には、
質素な賎しくさえある行商人に負 もので ることを、
と述べてアメリカにお
けるこの行商人 果した意味を明確に浮彫するように努め、そ 消長の過程をアメリカの歴史と地理に位置つけた。
さてコネチカットにおける最初の植民は農業すなわち食糧の獲得が他の如何なる産業よりも関心が高いという当時の一般法則にしたがった。パイオニアたちはコネチカット川に沿う豊かな農地を選んで農業に利用した。それ以外の土壌は、地味悪く、岩石が多 、
その後の来住者は農業以外の生活手段を求めねばならなかった。こうしてニュ
1
イ
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ングランドの他の地域では、造船業と漁業が海岸の産業となり、内陸と、沿岸部 治うてラム酒と糖蜜の製造がおこなわれた。しかしこれらが職業として土地の需要をみ さなくなると、多くの移民は西の方へ移住してい た。
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・インクランドにおける錫器行商の発展傾向（植村）
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の兄弟がコネチカット河辺のベルリンの植民地に来た。しかし適当な農地がなかったので母国で学んだ職業の錫器製造業を始めた。資本も労働力もいらずバイオニアには適していた。しかも需要 十分に見えだされた。錫器は輸入品であって甚だ尊ばれていた。両人はボストンで板状の錫を、イングランド ら運ばれた船荷の中から買入れ、それを馬背 コネチカット川に運び、ここで鉄床の上に木槌で容器に合う型に込め入れた。製品は袋 入れ、肩から下げて
③ 
附近の移住者の土地を歩きまわっ うして錫器の行商が成立した、やがて行商圏が徒歩の範囲以上に広まり、馬が利用され、馬の鞍に寵 備えた。この事業が繁栄し、青年達は錫の造り方を学んだ。行商の達人となり、光沢のあるカラ
1
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（わ奇問看ミ）や辛子の種子、
羽毛、
」の青年たちはあの偉大なヤンキー
古金関の取引を加えた。
JEHHwg
の名称をもっ錫行商人になった。勇敢で賢明であり、抜け目なく、また未知の土地に行き何でも商売にしな
ければならなかったので不道徳でもあり、
トリックも敢えて味わなかった。周辺に立地が伝播しやがてコネチカッ
トは錫器の著名 中心地となった。本店は植民地に多数の男を行商に送った。それで鼻声まじりの鷹のような鼻をした、心の強いそして讃美歌を唱うあのヤンキーの行商人のことは到る処で知られた。一七九
O
年には通行税の取立の
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道路が設けられ、行商人の活動が道路の建設と共に一一層旺盛になった。馬の背の代りに、彼等自身の発明による最小のスペースに最大の商品を運ぶよう設計され 車を使用することが出来たからである。春に一頭立てあるいは二頭立ての車が四方に出発した。秋にはコネチカットの店から従業員がモントリオール、
リ
チャ
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ストンやオルバニーのような中心地に水絡を利用して行き、そこで持参してきた原料で錫の新
⑤ 
製品をつくった。行商地域は人口分布と重ってアパラチャ山脈の東側が中心であるが、このように遠方で コネチカッチ毛ント、ットから約五
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キロメートル北のモントリオール、南ではオルバニーまでの約一五
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キロメートルも行商圏が拡
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錫器行商人の主な行商根拠地
大した。その距離の遠大なことは、富山売薬商人の越中かち九州南端の大隅まで約八
00
キロメートルであるのにく
らべて、活動範囲の外延的広さ
ll
とくにその南北の長さ
の規模を知ることができる。独立当時のフロンティヤはアパラチャ山脈に阻えぎられた南北の地帯であった。その後一
OO
年にわたり、移民の居住地が西にむかつて
進み、大小と内容の差はあるが、その広さは平均して二
O
年間に四
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キロメートルの割で延びた。
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〉仔
50
同長巾ロロ山円四円四
ω仲良司田
にもと守ついて作られたもので
あり、二
O
年毎に調査して一平方マイルについて三人以上
ヤの西漸を示したものである。その西への拡張は国土の開発と市場の形成を意味するものであった。この立場から問
の白人の人口密度を基準にしてその外縁で アロンティ
題を重視したハ
l
パ
l
トのタ
l
ナーがいみじくも述べるように「アメリカのアロンティヤについて最も重要なことは
それはヨーロッパのもの
1111
調密な人口を貫ぬく堅固な国境線
li
とは竣別される。それは、自由な土地の内側の外
⑦ 
縁にあることであるにとして前線は豊撲な土地を仕切る内側であることを指摘した。
アパラチャ山脈の東側の独立十三州の源をなす地域では、他国の植民と異なり、インディアンとの毛皮取引をなす
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とか金銀の鉱山も豊富 はなかった。木国との交通路がそのまま爆布線まで遡行できる河川に恵まれ、ここに水車を
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・イングランドにおける錫器行商の発展傾向（植村）
かけ、家内工業や造船業がきかえた。次いで西北部の五大湖 オハイオ川の北、それに西南部のオハイオ川の南から
一
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メキシコ湾の地域が比較的早く開発された。吾一同うまでもなくこの運動は独立以前からも続いていた。アパラチャ山脈以西は独立前には、木国から移住を禁止 ていたが、
一七世紀末には南カロ一フイナにも移民され一八世紀には既に
ジョージアが建設されていた。行商人はこうしたアロンティヤの西漸による市場の拡大という背景のもとに経営を拡げた。彼等の車を補充するためにこれらの根拠地の出店 行き、そして冬の聞は彼等の商品を戸毎に勧誘しながら奥地に入った。村々はこうして
彼等の商品を使用するようになった。当時の農村では麦類や玉萄黍の穀類、飼料の生産が開拓地で行われたが、狛立戦争後、大陸会議は敵対した王党派の土 を没収し、農民や栽培業者は新たに広大な土地を取得し、
また自給的小農
場経営は商品生産的色彩にかわり、煙草はアメリカ輸出の首位を占める程に栽培が普及した。既に土 の共同保有閑係を基礎にして成立したタウン（
gd
『口）の組織に、私有地化の進展がみられ、自家生産の消費物資以外の物の生産の
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ために専門的手工業者を誘致し彼等には土地を付与した。私領植民地に 免役地代制 崩壊がすすみ小農その他 無産階級の勢力が伸張 つつあったが、
アメリカ革命の成功はこれを決定づけた。
アメリカの植民地時代の地代支払は
年間一億ドル 値したと称せられるがこれから解放されまた国王派の大地主の土地は小分されて自由保有となった。行商人が入りこんだのはこの前 の村々の庶民階層であった。憲法施行前 アメリカ 八
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人以上の人口をもっ
③ 
都市は七つしかなかったが、
一八三
O年頃から漸く製造業が活発化し、都市人口の比率が上昇した。とはいえ一七三
O年頃には都市人口の総人口に対する比率は四・六%であった。事するほどに減少したが、
一九一
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年には一
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人のうち僅かに三人が農業に従
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まだ一
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人のうち九人が農業に従事していた。
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第三節
行商の多面的分化傾向
西漸運動の進展にともない、特に一八二
O年後は、道路は大いに改善せられて駅通が内陸の適宜な地点や水路の通
ずる場所に建設された。交通条件に恵まれて錫器行商の発展の第二段階が到来し同時に他の商品の取扱範囲を拡大し多面的分化傾向が現わ すでに一八一
O
年頃、
ニューヨークから一週間行程で到達できる範囲は、
十三州の南端
さらに一週間を加えればエリ
1湖とカロライナ南端を結ぶ線であった。
運河や河川の改修、汽船の利用により週間行程でオハイオ河中流部、一一週間でミシシッピ下流にまで行けるようにな部をのぞいた大部分であり、
一八一二
O
年には
った。こうして、内陸にもっとも遠いフロンティアにも活動範囲をのばした。通貨として各種の紙幣が発 されそ価値は極めて低く混乱状態であり、商取引は商品が不足して不活発であり 多くは煙車などの物品貨幣や簡単な物々交換によ てなされた。行商人は家庭用品を加えて町や農村 持っ ゆき、六ヶ月ないし八ヶ月 行商が終ると彼は馬や車をその最も有利に売れるところで手離し 主人の利益を手にしてコネチカットに帰る。こうして強固な町給の組織を形成した。あたかも今日 石油の独占
ll
主としてその力は配給間にあって生産面にはない
11
ーに類似した組
織であり、大部分の行商人は個々の狙立 はなくて
コネチカットの少数の錫製造者に雇傭され、その配給機能
をもっ旅先の出店が経営上戦略的な地点に設置せられて、ここからあらゆる方向に一定のル
l
トをもって分派してい
む
た。こうして国中にむかつて配給による統制がなされた。その組織 すべて経営の販売部門において成立したが、製造部門は簡単で仕事場は一五人か二
O
人以上を一履い入れるものは稀であって、
工場組織の経営は殆んとみられないの
-515-
であった。
コネチカットは一八五
O年に至るまでは錫製造業において顕著な指導者であった。しかし製造された錫器
の商品価値、
あるいは、雇人の数に対してよりは、むしろ行商の複雑な販売組織の成立に対してはまた有用な商品の
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製造者として、
コネチカット州の名声が伸びた。とは言え、錫はもはやこの頃は州の製造業において高い地位を保つ
ものではなくて 錫器の販売組織を通じて彼等の市場に運ばれた他の若干の商品が州にとっで、氷続的な価値ある財産となってきていた。他の産業の例として特に真鍋品と時計の製造があげられる。
（イ）
真鍋製造業
真鍋製造業はボタンの製造に由来をもった。ボタンは始め錫と鉛の合金である白蝋から造られ高価であったが、真鍋からの製品が出現すると、これに取って代わられた。真鍋のボタンを造る原料となる銅はコ、ネチカットや附近のロ
マサチュセットから得られた。この銅は輸入の亜鉛と混ぜて真鍋にした。しかし売れ行きが悪く、
製造者はその狭障な市場から外部に積極的に販路を拡大 ようと努めなかった。アメリカ製にくらべ 英国製のボタンが品質‘恰好において優秀であったので、商人の側から取扱いを嫌らわれた。そこで打開策として農村地区に得ードアイランド、意をもっ行商人を通じて市場を開拓することが計られた。
ボタンは形態が小さく場所をくわないので行商人は容易に
その取扱品に之を加えることができた。次に真鍋は次第に改良され新用途が聞かれた。新製品はすべて小型のものであって例えば真鍋の鍋や行商人 車の錫の容器 下げるランプなどである。行商人は旅装にこれを加えるこ を喜んだ。という は彼のもつ商品が多種であればあるだけ農村の需要を刺激したからである。この頃の生産物は農民 農業経営や生活に必要な粗末な鉄製品、農機具類であ た。
一八世紀中葉のイギリス議会は、白国の士業品市場保留
骨
ために植民地工業を統制したが、植民地ではこれに対抗し 内部で販路を拡張するこ を心得ていた。初期の錫製造業とその後の真鍋の製造業木の間には、
アメリカ産業革命という社会経済的変革過程が介在して多くの
違った経営的様相があった。前者の製造はいつも簡単な小規模なものに止まった に対し、後者の製造は大規模なものに成長した。錫の仕事場は、多く 前述のように労働者はほんの数人からなるにすぎなかったが、真鍋の工場は時に
数千の熟練した男女の仕事を要求した。
コネチカットの錫の事業は生命が短かかったが、真鎗はこの州に永続的な価
値あるプラスとなった。
「真鍋の大工業は錫に負うところ大であった。というのは錫の器具
ケイヤがこれについて、
の市場のための配給組織なしには最初の真鎗のボタン｜近代の真鍋工業がこの製造に基礎つけられた
il
は買手も
@ 
ろくに見出せなかったであろうから」とする理由もうなずける。これには一八一一一年の対英戦争も重要な外部からの作用を働かせた。従来イギリスより 輸入品は圏内で生産する必要に迫られ、繊維工業、製鉄、金具製造が盛んとなりはじめたが、
一五年平和締結と共に、安価なイギリス製品が大量に流れ込み打撃を与えた。翌年蔵相ダラスは保護
政策を樹立するために関税法を起草 報告書を議会に提出 が、製造業は、三種に分類され、第一種は国内自給の確立した士業、第二種は適当に発達せしめれば自給可能な工業、そして第三種 殆んど輸入依存の未発達な工業とされ、第一種の工 には高率関税を第二種にはそ より低い保護関税 第三種は単に財政的見地からの課税を徴牧することとされた。錫や真鏑の製造品工業は、粗綿布、羊毛製品、鉄製品、白蝋、銅、酒類等と共 正に第二種に属し、
⑮ 
その後発展することとなった。
（ロ）
時計製造業
時計の製造についてもまた行商人は市場を開拓した。植民地時代には時計は木製品で重く、また高価で富者の賛沢
品であった。
コネチカットの植民者達はその器用さをもって一般家庭用品となるほと十分に安い時計を製作した。第
一は改良技術面であり、取替えのできる部品の製造であってこれによって生産を増しコストを下げた。第二には配給面の大変革 あった。小型になりボタンやピンと同じ 行商人 取扱品となり、
その車にのせて運び、庶民が備える
-517-
ようになった。木を金属あるいは、
ガラスにする試みは金属が高価であり失敗に帰したが、
一八三七年は時計は真鍋
製で経済的にひき合うようになり一日動くようになった。価格は六ドルで非常 安いのでコネチカットは時計製造の
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l
・イン、グランドにおける錫器行商の発展傾向（植村）
七
富大経済論集
八
518 
中心地になった。行商人はこの新しい真鍋の時計を国の隅々にまで持ち運んだ。この頃の工場製品の主なものはニユーイングランドの織物、ペンシルバニア州の鉄製品、それにコネチカット州の時計と火器類であった。行商人は、ま
フォークやさじをも運んだ。こうして行商人は広範囲に分散している需要と改良さ
たコネチカァト製の銀のナイフ、れた生産物の問を連関づけ
第四節
行商の衰退傾向
遠隔地に旅する行商人の経営は行商圏内の集落の発達、商業の活発化とともに成長し、その発展に重大な関係があ⑬ る。行商の形成の一般的交通条件は、不便でほかにより良い交通手段もなく、分配体系の欠如する処にあり、 こに行商人として旅する 慣習を設立さすことになった。しかし道路や運河が建設されはじめた時 は行商人 歩き廻るよりよい手段を与えたことになり、行商範囲を拡大して繁栄した。けれども鉄道が開通した時は、行商の存在に対する第一の危機となった。蒸気のエンジンは馬よりも速く、より低廉で、
より能率的であった。そして人々は鉄道によってより敏速に、より安く商品を手に入れることが出来た時は自
分自身の町や村の者と取引することを好んだからである。行商人は没落すべき運命にさらされた。外部の世界からニユースと装身具をもってくる歓迎される訪問者ではなくなった。彼 以前の得意は地方の商人に奪取 、行商人の車も馬も不必要とされた。鉄道がはじめて現わ て数年後に、鈴のなる錫の車はただ鉄道から遠くは れた地方でみられるだけであった。鉄道の開通しない地域においては輸送手段の未発達、市場の狭酪性は、商品の販売網を隣接地以外の地域へ拡大するこ を阻止し、
一村落共同体内の自給的経済単位に押しこめた。また元来その移住者達はイギ
リスにおける「ヨ
l
マンリ
l」の消滅する時期に相応して新大陸に来たのであって、独立土地所有者としての伝来的
治ぜ
な職業への憧僚から農業生産者として農業に吸牧されていった。以後農村のパス交通、郵便配達はこの市場からすら
⑬ 
行商人を追い出しつつあり、まもなくそれは絵画の上の記憶にとどまるであろう。
第五節
行商の歴史的意義
行商人は旅先をまわる特殊な経営であるので「こと商売になるとエゲツなさすぎるという評判をうけるに値した」
画
ということは認めねば らな 。実に抜け目ない商人であった。それはケエイヤが云うように「道中の出来事には彼らを規範づけるル
l
ゎげはなく、
また見知らぬ者の聞に自らを守らねばならなかったからであり、また手強いバァイオ
ニアを相手としていたからであった。また何でも商売にしなければならなかったのでトリックをも敢えてせねばならなかった。けれども彼の演じた真のサービスに対して目をとじではなら い。他の手段が欠如しているとき、彼は商品の使用者の手に商品を得させる容易 方法を与えたのであった。販売のない生産は失敬であり、分配と消費は商取引の生命である。分配者 行商人がなかったならば、
⑤ 
と多く 時聞を要し に 違ない。」
一ュ
lイングランドの産業の多くは、発生するのにもつ
そしてニュ
1イングランドは恐らく彼らの現在の故郷でないくらいに事情が非「この故に、行商人に対してそのなしたサービスに対してはそのサ
@ 
1ピスがなされた方法に対して彼に排斥するよりも、むしろ名誉を与えるべきであるし。
常に変化したであろう。
一ュ
1
イングランドは、
独立の前後においてこの東部に行商人の活躍が産業の形成のひとつの基礎をなしたことは、
その後のアメリカに対
して間接的にではあるが、極めて重要な発展を招来することに すなわち東部の工業を基盤にする産業 地域
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的分化やアメリカ・デモクラシーの展開は衆知の通りであ 。タ
I
ナ
l
はアメリカ・デ毛クラシ
l
の主な淵源をその
⑧⑮ 
国土としてそのアロンティヤに求めたことは、ルイス、ハッカーによってその後批判せられた。東部社会 最下層民
ニュ
l
・イングランドにおける錫器行商の発展傾向（植村）
九
富大経済論集
。
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は西部に移住するだけの余硲と資金がなく、否むしろ、移住の障害をなした。移住したのはそれ以上の小長や産業労働者であったとする。しかし、「東部社会で精神的あるいは物質的にその志を得なかった者が卒先して、西部のフロンテイヤに向 て殺到し、其処に極めて民主的 自立独立の農民層を形成した。独立不一麗で、自由、平等と個人主義
⑮ 
それはアメリカデモクラシー発展の強力な基盤となった。」と
を身を以て実践したのが、
」のフロンティヤ精神で、
する見方には、社会類型の形成をとらえる立場から肯定されてよい。
第六節
余言！富山売薬行商との発展傾向における比較
コネチカットの行商の形成は、新大陸における植民者の移住とアロンティヤの西漸による危大な面積にわたる新市
場の持続的拡大という背景 よるものであり わが国における中世あるいは近世に、成立した近江商人や富山売薬商人の行商とその形成の基盤は、
必ずしも同一ではない。
本章ではなお交通機関と商取引の未発達なところに成立し、
殊に需要に巧みに適応して消費者のもとを訪ねて行商圏 成就したこれらの産業について、その本質的な行商に視角をおいて、
そこに表現された形態のみについて考察したのである。錫器の行商はしばしば繰返される聞に市場の確保
ができて、軽量な持ち運びの容易な家庭生活品を加えると共に
その配給組織は、生産部門に影響を与え、錫から真
鏑や時計の製造工業を、行商に基づいた産業として発達せしめ 。近江商人は売薬のほかに椀、蚊帳など各種の商品
@ 
を取扱い、また建設業、金融業など各種産業の部門 分化、専門化したのに対 て、前者は工業部門の連関産業を集中的に拡大し 展門せしめ それがまた行商を多面化した活 化 富山売薬業 ように行商に集中し
た
とい他の商品の取扱いや海運 などへの分化的発展傾向 内包しながらも、売薬の行商とそ 製造の一両部門を統一化
@ 
し、純粋化したのはこれらに対 著しい性格 相違がみられる。近江商人が旅先に出店を設けてグラ
l
スのいうよ
うな定住的な商業資本家として経営を統制し諸種の産業部門に掌わるのに対して、
一ュ1
イングランドの行商人は等
しく交通の要地に出店を設け、広く諸種の小型の家庭要具を持参しながらも、国元においてそれらの生産業者に刺戟を与え、遂には大工業発展への先駆をなした。近江商人は行商以上の利益を求めて定住し、専門化して前線から後退し、基本である行商から分離した。
コネチカットは行商から離れないで交通手段や製造業と密接に関連をもった。と
ころが富山売薬商人の経営政策は、交通手段は有利に利用したが、すべては却って売薬行商に寄与するように努め、他の因子から自らを封鎖せしめ、このためには他の部門は潔よく捨て去った。小資本家としての行商人において活躍することを懸命に努力した。封建社会から資本主義社会への推移のなかで旅先の行商を保守しようと 製造部門を自らの利益のため 離した。製造業部門 おける近代化として製薬工場が出現するとき、業者は従業 家内工業としての製薬過程を分離せしめ、行 の多数の共同出資 よっ 同業組合企業として広貫堂、師天堂などの製薬会社を発見せしめ、これから製品を等 く低廉に買入れることにした。仲間組の解放後は 個人 自由な販 競争 晴ぎながらも、製品の仕入にはこうした組合的協定に安定を見 し、行商人は旅先行商に専ら経営 努力 払うことなった。他の二者は新しい発展 政策として からの転化 か ことにおい 新局面の展開を考えたのに対して、反対に行商に専一化することによって伝統産業の成長すること 目標とした。そ こ 専一化傾向は富山平野の内
地理的変化の上に自らの在り方を明確にした。電力資源に基づく近代的大工業が平野に設立せられ、そ
部において、の中核である富山市近郊の重化学工業地帯化の進展過程において労働力は職工あるいは通勤者として商工業部門に向
-521 一
けられるが、売薬業への労働力の吸牧は れた平野周辺の田舎町や農村にむけられ、経 者もこ 新地域か
@ 
らの出身者が増加す 傾向を顕著にしている。売薬行商はここでは稲作経営における農閑期利用 兼 の性格を強くおびるのである。こうして旧来の売薬 中心地である富山市出身の 人の数は増加しない その県内におけ
一ュ
l
・イングランドにおける錫器行商の発展傾向〔植村）
富大経済論集
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522-
るの比重はむしろ漸減してきた。富山県の統計としては業者の数や販売に大きな異動は現われて来なく、却って漸増の傾向にあるけれども、平野の内部に、このような構造的変化を顕現している。ただ製薬業の分野が却って富山市に集積している。こうして富山売薬業は他の二者と異なって消滅しないで存続してきた。
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